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高

圭十

孝

著
者
ル
シ

1
ル
・
チ
ア
博
士
は
、
一
九
七
六
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
撃
に

お
い
て
化
撃
の
博
士
披

(
p
h
D
)
取
符
後
、
一
九
九
一
年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
事
で
中
園
史
の
修
士
競
、
一
九
九
六
年
、
同
大
事
で
中
岡
史
の
博
士
競

(
p
h
D
)
を
取
得
、
現
在
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
皐
リ
バ

l
サ
イ
ド
校
で
、

歴
史
撃
の
準
教
授
を
務
め
て
お
ら
れ
る
。
書
名
の
日
本
語
誇
は
、
『
管
利
出

版
一
相
建
・
建
陽
の
商
業
出
版
者
(
十
一
十
七
世
紀
)
」
で
あ
る
。
以
下
、

目
次
を
示
す
と
、

第
一
部

1

序
章

.
目
的
と
研
究
の
領
域

-
建
陽
と
中
園
出
版
史

主
要
資
料
に
つ

」

い
て
・
閑
北
の
地
理

建
陽
木
版
印
刷
の
物
理
的
外
観

.
園
書
出
版
に
使
用
さ
れ
た
素
材

デ
ザ
イ
ン

第
二
部

3

宋
元
代
の
建
陽
の
出
版
業
の
溌
展

-
歴
史
的
背
景
・
建
陽
の
出
版
者

能
山
系

4

宋
元
代
の
建
陽
の
出
版

-
宋
元
代
建
陽
の
出
版
物
の
楓
質
的
外
観
・
廊
沙
本

版
一
概
観
・
要
約
と
定
説
と
異
な
る
結
論

第
三
部

5

明
代
の
建
陽
の
出
版
業

-
歴
史
的
背
景
・
商
業
出
版
者
と
政
府
出
版
者
・
明
代
に
お
け
る

建
陽
出
版
業
の
国
表
化

6
明
代
の
建
陽
の
出
版

・
明
代
建
陽
の
出
版
物
の
覗
質
的
外
観
・
明
代
建
陽
の
出
版
に
つ
い

て
の
抜
粋
し
た
概
要
・
清
代
の
飴
波
・
要
約

結
論

2 

木
版
彫
刻

-
建
陽
木
版
本
の

-
出
版
者
と
し
て
の
劉
、
余
、

-
建
陽
の
出

7 本
書
の
特
徴
は
、
次
の
三
貼
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
(
二
中
園
出
版
文
化

研
究
に
お
い
て
、
特
に
不
十
分
で
あ
っ
た
商
業
出
版
に
つ
い
て
系
統
的
に
論

じ
た
勲
、
(
二
)
建
陽
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
商
業
出
版
セ
ン
タ
ー
を
取
り
上

げ
、
可
能
な
限
り
会
て
そ
の
山
版
物
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
統
計
的
な
検
討

を
加
え
た
賄
、
(
三
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
山
版
文
化
史
の
豊
か
な
研
究
成
果
を
参

十

11 
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照
健
系
と
し
、
中
園
の
出
版
文
化
と
の
差
異
、
扶
落
に
つ
い
て
明
確
に
問
題

化
し
検
討
を
加
え
た
貼
で
あ
る
。

本
書
は
、
ま
ず
、
既
存
の
中
園
山
版
史
の
研
究
が
、
主
日
誌
息
ナ
的
側
面
に
重

黙
を
専
ら
置
き
、
そ
の
分
析
の
釣
象
も
政
府
系
出
版
物
、
上
質
の
個
人
山
版

物
、
大
薮
経
等
の
宗
教
出
版
物
に
主
と
し
て
限
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
の
結

果
、
中
園
枇
舎
の
慶
一
く
様
々
な
晴
好
と
要
求
を
適
切
に
は
反
映
し
て
お
ら
ず
、

特
に
利
余
追
求
型
の
商
業
出
版
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
っ
た
黙
を

指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
、
中
園
に
お
け
る
商
業
出
版
を
中
心
に

論
ず
る
詳
で
あ
る
が
、
特
に
一
帽
建
北
部
の
山
間
部
に
位
置
す
る
建
陽
(
麻
沙
、

主
目
坊
の
二
地
貼
)
に
焦
蛤
を
嘗
て
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
建
陽
を
選
ん
だ

理
由
は
、
(
二
十
一
世
紀
中
葉
か
ら
十
七
世
紀
後
半
ま
で
、
六
百
年
以
上

に
わ
た
っ
て
出
版
活
動
が
行
わ
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
、
(
二
)
出
版
物
の

多
様
性
、
(
二
)
一
組
建
地
匡
は
地
方
志
、
家
譜
等
の
地
域
資
料
が
豊
富
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
三
貼
で
あ
る
。
著
者
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
米
代
か
ら

明
代
ま
で
に
中
岡
全
世
で
出
版
さ
れ
た
出
版
物
の
七
分
の
一
が
建
陽
の
山
版

物
で
あ
る
と
い
う
。

中
図
書
誌
皐
で
は
、
惇
統
的
に
出
版
形
態
を
、
官
刻
(
政
府
出
版
)
、
私

刻
(
個
人
出
版
)
、
坊
刻
(
商
業
出
版
)
の
三
種
に
分
類
す
る
。
著
者
の
封

象
は
商
業
出
版
の
坊
刻
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
利
金
を
求
め
て
山
版

活
動
を
行
う
黙
で
は
三
者
は
同
一
で
あ
り
、
特
に
個
人
出
版
と
商
業
出
版
の

匿
別
は
難
し
く
、
堂
名
等
に
よ
る
機
械
的
分
類
に
よ
る
匿
別
は
出
来
な
い
と

主
張
す
る
。
著
者
の
提
案
す
る
匿
分
は
、
(
一
)
政
府
、
山
市
数
組
織
に
よ
る

公
的
保
護
下
で
の
出
版
、
(
二
)
利
盆
追
求
の
尚
業
出
版
、
(
三
)
個
人
出
版

775 

」

で
あ
り
、
個
人
出
版
は
序
文
、
刊
記
の
内
符
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宋
代
建
陽
の
山
版
物
に
現
れ
る
「
家
塾
」
と
い
う

語
は
、
商
業
出
版
か
否
か
問
題
と
な
る
が
、
明
白
に
商
業
問
版
者
と
判
断
で

き
る
他
の
出
版
祉
と
同
様
の
山
版
物
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
か
ら
商
業
出
版

で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
。
し
か
し
、
尚
業
出
版
と
個
人
出
版
を
匡
別
す
る
絶

釣
的
基
準
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。

著
者
の
最
も
重
要
な
貢
献
は
、
宋
代
か
ら
清
朝
ま
で
の
六
百
年
間
を
越
え

る
期
間
に
建
陽
で
出
版
さ
れ
た
全
て
の
山
版
物
を
可
能
な
か
ぎ
り
調
査
し
、

年
代
医
分
、
詳
細
な
四
部
分
類
を
行
い
、
統
計
的
慮
理
を
施
し
た
黙
が
挙
げ

ら
れ
る
。
著
者
の
準
備
し
た
建
陽
の
商
業
出
版
目
録
は
、
宋
代
一
九
二
黙

(
公
的
援
助
に
よ
る
も
の
一
四
貼
)
、
元
代
二
二

O
鼎
(
公
的
援
助
に
よ
る

も
の
二
貼
)
、
明
代
一
六
六
四
黙
(
公
的
援
助
に
よ
る
も
の
五
八
貼
)
、
清
代

約一一一

O
勃
(
公
的
援
助
に
よ
る
も
の
約
一

O
黙
)
、
線
計
一
二
九

O
貼
の
テ

キ
ス
ト
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
公
的
援
助
と
は
、
建
陽
豚
、
建
寧
府
、
一
拍
建

路
ま
た
は
一
繭
建
省
等
に
よ
る
援
助
を
受
け
て
出
版
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。
ま

た
、
こ
の
出
版
日
銀
は
、
個
人
出
版
と
商
業
出
版
を
匿
別
す
る
こ
と
が
事
賓

上
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
米
元
の
「
{
系
塾
」
「
書
院
」
「
精
舎
」
の

出
版
物
を
含
ん
で
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

出
版
物
の
約
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
明

代
に
お
け
る
二
、
三
黙
の
出
版
物
し
か
な
い
出
版
者
も
個
人
出
版
か
商
業
出

版
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、
大
部
分
が
商
業
出
版
産
業
の
産
物
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
目
録
に
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
官
刻
に
つ
い
て
も
、
た
と
え

官
吏
の
個
人
出
版
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
政
府
の
資
源
を
用
い
て
、
建
陽
の

商
業
出
版
産
業
を
利
用
し
て
出
版
さ
れ
た
と
い
う
貼
か
ら
目
録
に
加
え
て
い

る
。
著
者
が
建
陽
山
川
版
目
録
作
成
に
利
用
し
た
資
料
は
、
中
闘
の
一
七
の
岡

十

11 寸11 



L 

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部
国
中
日
宍
)
日
・

3

E
待

ー「

照
健
系
と
し
、
中
園
の
出
版
文
化
と
の
差
異
、
扶
落
に
つ
い
て
明
確
に
問
題

化
し
検
討
を
加
え
た
貼
で
あ
る
。

本
書
は
、
ま
ず
、
既
存
の
中
園
山
版
史
の
研
究
が
、
主
日
誌
息
ナ
的
側
面
に
重

黙
を
専
ら
置
き
、
そ
の
分
析
の
釣
象
も
政
府
系
出
版
物
、
上
質
の
個
人
山
版

物
、
大
薮
経
等
の
宗
教
出
版
物
に
主
と
し
て
限
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
の
結

果
、
中
園
枇
舎
の
慶
一
く
様
々
な
晴
好
と
要
求
を
適
切
に
は
反
映
し
て
お
ら
ず
、

特
に
利
余
追
求
型
の
商
業
出
版
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
っ
た
黙
を

指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
、
中
園
に
お
け
る
商
業
出
版
を
中
心
に

論
ず
る
詳
で
あ
る
が
、
特
に
一
帽
建
北
部
の
山
間
部
に
位
置
す
る
建
陽
(
麻
沙
、

主
目
坊
の
二
地
貼
)
に
焦
蛤
を
嘗
て
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
建
陽
を
選
ん
だ

理
由
は
、
(
二
十
一
世
紀
中
葉
か
ら
十
七
世
紀
後
半
ま
で
、
六
百
年
以
上

に
わ
た
っ
て
出
版
活
動
が
行
わ
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
、
(
二
)
出
版
物
の

多
様
性
、
(
二
)
一
組
建
地
匡
は
地
方
志
、
家
譜
等
の
地
域
資
料
が
豊
富
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
三
貼
で
あ
る
。
著
者
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
米
代
か
ら

明
代
ま
で
に
中
岡
全
世
で
出
版
さ
れ
た
出
版
物
の
七
分
の
一
が
建
陽
の
山
版

物
で
あ
る
と
い
う
。

中
図
書
誌
皐
で
は
、
惇
統
的
に
出
版
形
態
を
、
官
刻
(
政
府
出
版
)
、
私

刻
(
個
人
出
版
)
、
坊
刻
(
商
業
出
版
)
の
三
種
に
分
類
す
る
。
著
者
の
封

象
は
商
業
出
版
の
坊
刻
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
利
金
を
求
め
て
山
版

活
動
を
行
う
黙
で
は
三
者
は
同
一
で
あ
り
、
特
に
個
人
出
版
と
商
業
出
版
の

匿
別
は
難
し
く
、
堂
名
等
に
よ
る
機
械
的
分
類
に
よ
る
匿
別
は
出
来
な
い
と

主
張
す
る
。
著
者
の
提
案
す
る
匿
分
は
、
(
一
)
政
府
、
山
市
数
組
織
に
よ
る

公
的
保
護
下
で
の
出
版
、
(
二
)
利
盆
追
求
の
尚
業
出
版
、
(
三
)
個
人
出
版

775 

」

で
あ
り
、
個
人
出
版
は
序
文
、
刊
記
の
内
符
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宋
代
建
陽
の
山
版
物
に
現
れ
る
「
家
塾
」
と
い
う

語
は
、
商
業
出
版
か
否
か
問
題
と
な
る
が
、
明
白
に
商
業
問
版
者
と
判
断
で

き
る
他
の
出
版
祉
と
同
様
の
山
版
物
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
か
ら
商
業
出
版

で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
。
し
か
し
、
尚
業
出
版
と
個
人
出
版
を
匡
別
す
る
絶

釣
的
基
準
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。

著
者
の
最
も
重
要
な
貢
献
は
、
宋
代
か
ら
清
朝
ま
で
の
六
百
年
間
を
越
え

る
期
間
に
建
陽
で
出
版
さ
れ
た
全
て
の
山
版
物
を
可
能
な
か
ぎ
り
調
査
し
、

年
代
医
分
、
詳
細
な
四
部
分
類
を
行
い
、
統
計
的
慮
理
を
施
し
た
黙
が
挙
げ

ら
れ
る
。
著
者
の
準
備
し
た
建
陽
の
商
業
出
版
目
録
は
、
宋
代
一
九
二
黙

(
公
的
援
助
に
よ
る
も
の
一
四
貼
)
、
元
代
二
二

O
鼎
(
公
的
援
助
に
よ
る

も
の
二
貼
)
、
明
代
一
六
六
四
黙
(
公
的
援
助
に
よ
る
も
の
五
八
貼
)
、
清
代

約一一一

O
勃
(
公
的
援
助
に
よ
る
も
の
約
一

O
黙
)
、
線
計
一
二
九

O
貼
の
テ

キ
ス
ト
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
公
的
援
助
と
は
、
建
陽
豚
、
建
寧
府
、
一
拍
建

路
ま
た
は
一
繭
建
省
等
に
よ
る
援
助
を
受
け
て
出
版
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。
ま

た
、
こ
の
出
版
日
銀
は
、
個
人
出
版
と
商
業
出
版
を
匿
別
す
る
こ
と
が
事
賓

上
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
米
元
の
「
{
系
塾
」
「
書
院
」
「
精
舎
」
の

出
版
物
を
含
ん
で
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

出
版
物
の
約
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
明

代
に
お
け
る
二
、
三
黙
の
出
版
物
し
か
な
い
出
版
者
も
個
人
出
版
か
商
業
出

版
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、
大
部
分
が
商
業
出
版
産
業
の
産
物
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
目
録
に
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
官
刻
に
つ
い
て
も
、
た
と
え

官
吏
の
個
人
出
版
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
政
府
の
資
源
を
用
い
て
、
建
陽
の

商
業
出
版
産
業
を
利
用
し
て
出
版
さ
れ
た
と
い
う
貼
か
ら
目
録
に
加
え
て
い

る
。
著
者
が
建
陽
山
川
版
目
録
作
成
に
利
用
し
た
資
料
は
、
中
闘
の
一
七
の
岡
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書
館
、
日
本
の
一
一
の
困
書
館
、
蓋
湾
の
三
つ
の
園
書
館
、
米
国
の
五
つ
の

園
書
館
、
イ
ギ
リ
ス
の
三
つ
の
園
書
館
の
出
版
さ
れ
た
園
書
目
録
お
よ
び

カ
l
ド
、
一

O
Oを
越
え
る
注
穣
附
き
書
目
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
中
岡
善
本
カ

タ
ロ
グ

(
R
L
I
N
)
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
園
書
館
の
少
数
の
寂
書
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
著
者
は
一
九
九
二
年
以
降
、
一
二
六
ヶ
月
を
か
け
て
、
中
岡
、
蓋
湾
、

日
本
、
米
園
、
イ
ギ
リ
ス
で
、
四
七
姑
閉
山
本
版
、
八
六
貼
の
一
万
版
、
七
三
五

貼
の
明
版
を
賓
際
に
調
査
し
、
二

O
O貼
以
上
の
建
陽
刊
本
(
数
葉
ま
た
は

全
巻
現
存
)
を
影
印
版
で
調
査
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
著
者
の
建
陽

商
業
出
版
日
銀
は
完
壁
で
は
な
い
が
、
宋
版
の
約
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
元
明

版
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
。
建
陽
刊
本
と
の
認
定

は
、
(
二
著
者
向
身
の
剖
査
に
よ
り
諮
様
を
見
出
し
た
場
合
、
つ
己
主
H

日

の
信
頼
す
る
に
足
る
記
載
か
ら
詮
擦
が
何
ら
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
、
究
極
的

に
は
、
可
能
な
場
合
、
中
国
書
誌
筆
者
に
相
談
し
た
上
で
、
著
者
自
身
の
経

験
に
基
づ
く
推
測
に
従
っ
た
と
い
う
。
出
版
年
代
な
い
し
は
木
版
作
成
年
代

の
確
定
作
業
は
、
刊
記
に
附
さ
れ
た
年
代
、
最
新
の
序
文
、
政
文
の
年
代
、

物
理
的
特
徴
(
童
自
慢
、
装
丁
、
紙
質
、
木
版
の
特
徴
)
に
甘
宍
つ
い
た
が
、
こ

れ
ら
の
手
が
か
り
が
利
用
不
可
能
な
場
合
、
や
む
を
符
ず
、
著
者
白
身
の
経

験
に
基
づ
く
推
測
に
従
っ
た
と
い
う
。
よ
っ
て
、
「
南
米
末
も
し
く
は
元
」

「
元
末
明
初
」
と
い
う
以
外
に
正
確
な
年
代
確
定
が
不
可
能
な
場
合
も
、
王

朝
匡
分
の
人
魚
的
性
格
を
感
じ
つ
つ
も
、
所
陶
ハ
の
時
代
匿
分
に
合
わ
せ
て
怒

意
的
判
断
を
や
む
な
く
下
し
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
こ
の
数

値
が
、
所
輿
の
時
代
に
お
け
る
所
興
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
封
す
る
出
版
物
の
数

の
紹
封
量
で
は
な
く
、
山
川
版
傾
向
の
指
標
と
し
て
有
数
で
あ
る
と
い
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
書
に
は
、
山
本
一
川
版
の
選
ば
れ
た
建
陽
刊
本
八
六
黙
が
、
出

版
者
、
題
名
、
年
代
、
四
部
分
類
、
大
き
さ
(
及
び
行
数
、
字
数
)
、
主
目

U
、

」

刻
工
、
所
戒
機
関
を
明
ら
か
に
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
表
一
つ
以
外
は
、

統
計
的
庭
理
を
施
し
た
結
果
の
み
一
不
さ
れ
、
二
一
九

O
黙
の
建
陽
刊
本
は
如

何
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
の
全
龍
像
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

現
状
で
は
著
者
の
建
陽
刊
本
の
認
定
の
安
嘗
性
、
年
代
判
定
の
安
嘗
性
、
四

部
分
類
の
安
首
性
に
つ
い
て
、
誰
も
何
ら
の
検
謹
も
行
え
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
中
図
書
誌
撃
は
、
し
ば
し
ば
基
本
的
事
賓
の
認
定
に
あ
た
っ
て
恋
意

性
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
書
に
お
い
て
も
、
建
陽
刊
本
か
ど

う
か
判
断
の
別
れ
る
場
合
、
そ
う
し
た
問
題
と
な
る
ケ
l
ス
を
除
い
た
場
合

の
統
計
的
庭
理
の
結
果
と
、
合
め
た
場
合
の
結
果
を
比
較
す
る
作
業
を
示
し

て
い
れ
ば
、
著
者
の
庭
理
の
安
嘗
性
が
よ
り
明
確
化
し
、
無
用
な
怒
意
性
の

議
り
を
兎
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
年
代
判
定
に
つ
い
て
も
、

同
様
で
あ
り
、
王
朝
匿
分
と
は
別
個
の
庭
碑
を
し
た
も
の
を
準
備
す
る
こ
と

は
、
本
書
の
主
張
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
調
査
し

た
テ
キ
ス
ト
の
庭
大
な
量
を
考
慮
す
る
な
ら
、
誰
も
が
納
得
す
る
基
準
に
も

と
づ
く
巌
選
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
み
を
釘
象
と
し
て
も
充
分
な
結
果
が
得
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
暖
昧
な
外
延
部
を
含
み
つ

つ
も
、
可
能
な
限
り
の
建
陽
の
出
版
物
全
て
を
封
象
に
し
た
調
査
は
、
こ
れ

ま
で
漠
然
と
推
定
さ
れ
て
き
た
事
柄
に
確
賓
性
と
説
得
力
を
典
え
て
く
れ
、

今
後
の
研
究
の
基
盤
を
形
成
し
た
功
績
は
再
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
最
も
主
要
な
業
績
で
あ
る
、
可
能
な
限
り
剥
査
検
出
さ
れ
た
建
陽

の
全
出
版
物
に
基
づ
く
統
計
的
庭
理
の
結
果
に
つ
い
て
、
以
下
ま
と
め
る
。

明
代
を
弘
治
年
間
末
年
(
一
五

O
五
)
で
前
午
後
半
に
分
割
す
る
と
、
約

一
六
六

O
件
の
建
陽
の
出
版
物
中
、
約
一
七
九
件
(
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
が

明
代
前
竿
一
一
二
八
年
間
の
出
版
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
京
、
蘇
州
、
無
錫
、

杭
州
と
い
う
江
南
の
大
都
市
山
版
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
出
版
物
に
つ
い
て
同
様
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書
館
、
日
本
の
一
一
の
困
書
館
、
蓋
湾
の
三
つ
の
園
書
館
、
米
国
の
五
つ
の

園
書
館
、
イ
ギ
リ
ス
の
三
つ
の
園
書
館
の
出
版
さ
れ
た
園
書
目
録
お
よ
び

カ
l
ド
、
一

O
Oを
越
え
る
注
穣
附
き
書
目
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
中
岡
善
本
カ

タ
ロ
グ

(
R
L
I
N
)
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
園
書
館
の
少
数
の
寂
書
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
著
者
は
一
九
九
二
年
以
降
、
一
二
六
ヶ
月
を
か
け
て
、
中
岡
、
蓋
湾
、

日
本
、
米
園
、
イ
ギ
リ
ス
で
、
四
七
姑
閉
山
本
版
、
八
六
貼
の
一
万
版
、
七
三
五

貼
の
明
版
を
賓
際
に
調
査
し
、
二

O
O貼
以
上
の
建
陽
刊
本
(
数
葉
ま
た
は

全
巻
現
存
)
を
影
印
版
で
調
査
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
著
者
の
建
陽

商
業
出
版
日
銀
は
完
壁
で
は
な
い
が
、
宋
版
の
約
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
元
明

版
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
。
建
陽
刊
本
と
の
認
定

は
、
(
二
著
者
向
身
の
剖
査
に
よ
り
諮
様
を
見
出
し
た
場
合
、
つ
己
主
H

日

の
信
頼
す
る
に
足
る
記
載
か
ら
詮
擦
が
何
ら
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
、
究
極
的

に
は
、
可
能
な
場
合
、
中
国
書
誌
筆
者
に
相
談
し
た
上
で
、
著
者
自
身
の
経

験
に
基
づ
く
推
測
に
従
っ
た
と
い
う
。
出
版
年
代
な
い
し
は
木
版
作
成
年
代

の
確
定
作
業
は
、
刊
記
に
附
さ
れ
た
年
代
、
最
新
の
序
文
、
政
文
の
年
代
、

物
理
的
特
徴
(
童
自
慢
、
装
丁
、
紙
質
、
木
版
の
特
徴
)
に
甘
宍
つ
い
た
が
、
こ

れ
ら
の
手
が
か
り
が
利
用
不
可
能
な
場
合
、
や
む
を
符
ず
、
著
者
白
身
の
経

験
に
基
づ
く
推
測
に
従
っ
た
と
い
う
。
よ
っ
て
、
「
南
米
末
も
し
く
は
元
」

「
元
末
明
初
」
と
い
う
以
外
に
正
確
な
年
代
確
定
が
不
可
能
な
場
合
も
、
王

朝
匡
分
の
人
魚
的
性
格
を
感
じ
つ
つ
も
、
所
陶
ハ
の
時
代
匿
分
に
合
わ
せ
て
怒

意
的
判
断
を
や
む
な
く
下
し
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
こ
の
数

値
が
、
所
輿
の
時
代
に
お
け
る
所
興
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
封
す
る
出
版
物
の
数

の
紹
封
量
で
は
な
く
、
山
川
版
傾
向
の
指
標
と
し
て
有
数
で
あ
る
と
い
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
書
に
は
、
山
本
一
川
版
の
選
ば
れ
た
建
陽
刊
本
八
六
黙
が
、
出

版
者
、
題
名
、
年
代
、
四
部
分
類
、
大
き
さ
(
及
び
行
数
、
字
数
)
、
主
目

U
、

」

刻
工
、
所
戒
機
関
を
明
ら
か
に
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
表
一
つ
以
外
は
、

統
計
的
庭
理
を
施
し
た
結
果
の
み
一
不
さ
れ
、
二
一
九

O
黙
の
建
陽
刊
本
は
如

何
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
の
全
龍
像
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

現
状
で
は
著
者
の
建
陽
刊
本
の
認
定
の
安
嘗
性
、
年
代
判
定
の
安
嘗
性
、
四

部
分
類
の
安
首
性
に
つ
い
て
、
誰
も
何
ら
の
検
謹
も
行
え
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
中
図
書
誌
撃
は
、
し
ば
し
ば
基
本
的
事
賓
の
認
定
に
あ
た
っ
て
恋
意

性
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
書
に
お
い
て
も
、
建
陽
刊
本
か
ど

う
か
判
断
の
別
れ
る
場
合
、
そ
う
し
た
問
題
と
な
る
ケ
l
ス
を
除
い
た
場
合

の
統
計
的
庭
理
の
結
果
と
、
合
め
た
場
合
の
結
果
を
比
較
す
る
作
業
を
示
し

て
い
れ
ば
、
著
者
の
庭
理
の
安
嘗
性
が
よ
り
明
確
化
し
、
無
用
な
怒
意
性
の

議
り
を
兎
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
年
代
判
定
に
つ
い
て
も
、

同
様
で
あ
り
、
王
朝
匿
分
と
は
別
個
の
庭
碑
を
し
た
も
の
を
準
備
す
る
こ
と

は
、
本
書
の
主
張
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
調
査
し

た
テ
キ
ス
ト
の
庭
大
な
量
を
考
慮
す
る
な
ら
、
誰
も
が
納
得
す
る
基
準
に
も

と
づ
く
巌
選
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
み
を
釘
象
と
し
て
も
充
分
な
結
果
が
得
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
暖
昧
な
外
延
部
を
含
み
つ

つ
も
、
可
能
な
限
り
の
建
陽
の
出
版
物
全
て
を
封
象
に
し
た
調
査
は
、
こ
れ

ま
で
漠
然
と
推
定
さ
れ
て
き
た
事
柄
に
確
賓
性
と
説
得
力
を
典
え
て
く
れ
、

今
後
の
研
究
の
基
盤
を
形
成
し
た
功
績
は
再
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
最
も
主
要
な
業
績
で
あ
る
、
可
能
な
限
り
剥
査
検
出
さ
れ
た
建
陽

の
全
出
版
物
に
基
づ
く
統
計
的
庭
理
の
結
果
に
つ
い
て
、
以
下
ま
と
め
る
。

明
代
を
弘
治
年
間
末
年
(
一
五

O
五
)
で
前
午
後
半
に
分
割
す
る
と
、
約

一
六
六

O
件
の
建
陽
の
出
版
物
中
、
約
一
七
九
件
(
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
が

明
代
前
竿
一
一
二
八
年
間
の
出
版
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
京
、
蘇
州
、
無
錫
、

杭
州
と
い
う
江
南
の
大
都
市
山
版
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
出
版
物
に
つ
い
て
同
様
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L 

法
一
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問
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部
汁

-
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部
国
中
日
宍
)
日
・

3

E
待

ー「

の
虎
理
を
行
う
と
、
明
代
前
半
の
山
版
物
は
、
全
岨
胞
の
わ
ず
か
一

O
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
と
な
る
。
こ
の
数
字
は
、
初
期
の
印
刷
物
の
「
自
然
な
」
残
存
率

低
下
に
詰
問
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
照
史
的
状
況
は
、
建
陽
と
江
南
の
雨
方

に
同
じ
よ
う
に
出
版
業
の
衰
退
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

出
版
物
の
残
存
率
の
正
確
化
は
、
明
代
前
期
と
後
期
の
山
版
量
の
不
均
衡

を
是
正
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
五
五
三
年
版
『
建
陽
豚
志
』
中
の
三
八
四
タ

イ
ト
ル
と
一
五
七

O
年
ご
ろ
編
纂
の
周
弘
租
『
古
今
書
刻
』
中
の
建
陽
刊
本

三
六
八
タ
イ
ト
ル
を
、
現
存
の
リ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
の
ケ
l
ス

に
お
い
て
も
約
三
分
の
一
の
残
存
率
が
何
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

二
つ
の
リ
ス
ト
は
と
も
に
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
前
者
に
は
宋
元
版
を
含

む
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
四
部
の
宋
元
版
を
除
い
て
も
、
残
存
率
は
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
し
か
増
え
な
い
。
後
者
に
は
一
五
七
三
年
以
前
に
出
版

さ
れ
た
墜
書
、
文
集
の
現
存
リ
ス
ト
の
宇
分
以
下
し
か
含
ま
ず
、
完
全
な
リ

ス
ト
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
両
者
は
と
も
に
、
小
説
や
演
劇
を
含
ま
な
い
。

こ
の
残
存
率
の
是
正
を
受
け
入
れ
、
」
既
知
の
数
字
を
三
倍
し
、
か
つ
明
代
後

期
の
残
存
率
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
仮
定
し
て
も
、
明
代
前
半
に
出
版
さ
れ
た

園
書
は
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
増
加
し
な
い
。
明
代
後
期
、
建
陽
で
の
商

業
出
版
の
著
し
い
進
展
は
否
定
で
き
な
い
事
賓
で
あ
る
。

十
六
世
紀
初
一
頭
、
商
業
出
版
の
復
興
が
あ
り
、
そ
の
増
加
す
る
勢
い
は
明

代
後
期
の
出
版
ブ
l
ム
を
生
み
だ
し
た
。
元
代
後
期
と
明
代
初
期
の
建
陽
の

出
版
量
を
比
較
す
る
と
、
出
版
業
の
衰
退
が
明
代
初
頭
ま
で
起
こ
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
元
代
出
版
物
二
二

O
黙
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
六

O
黙

が
元
代
末
期
の
出
版
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
建
陽
の
出
版
物
は
二
二
六
七
年
ま

で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
建
陽
で
は
元
代
後
期
に
出
版
業
の
衰
退
は
無
か
っ
た

と
い
え
る
。
明
代
初
期
に
起
こ
っ
た
出
版
業
の
衰
退
に
つ
い
て
、
注
意
す
べ

777 

」

き
貼
を
暴
げ
る
な
ら
ば
、
(
二
出
版
業
の
衰
退
は
、
建
陽
よ
り
江
南
の
方

が
厳
し
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
江
南
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
官
刻
の
減
少
が
、

出
版
業
の
合
般
的
不
振
を
厳
し
い
も
の
に
し
た
局
で
あ
る
。
(
二
)
建
陽
の

江
南
国
主
日
市
場
へ
の
長
期
的
依
存
が
、
江
南
自
身
の
経
済
的
回
復
無
し
に
は
、

そ
の
復
興
を
不
可
能
に
し
て
い
た
。
さ
一
)
建
陽
の
出
版
業
が
華
中
華
南
の

市
場
と
密
接
な
つ
な
が
り
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
建
陽
の
繁
栄
は

事
賓
卜
、
閑
北
の
経
済
よ
り
も
華
中
華
南
の
市
場
経
済
を
反
映
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

明
代
前
期
・
後
期
の
建
陽
の
出
版
物
の
数
量
的
側
面
を
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な

四
部
分
類
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
国
表
化
し
た
も
の
か
ら
は
、
以
下
の
結
論
が
え
ら

れ
る
。
(
一
)
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
も
、
明
代
前
期
よ
り
も
後

期
の
方
が
、
出
版
日
亘
が
増
加
し
て
い
る
。
(
二
)
四
書
及
び
そ
の
注
調
停
、
儒

家
の
著
作
、
墜
事
書
は
明
代
後
期
、
絶
釣
数
の
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
相
封

的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
比
率
で
増
加
し
て
い
る
。
(
二
一
)
明
代
後
期
、
建

陽
書
臨
時
の
主
要
な
出
版
物
と
な
る
戯
曲
と
白
話
小
説
は
明
代
以
前
ほ
と
ん
ど

出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
(
四
)
相
封
的
に
も
組
封
的
に
も
著
し
く
増
加
し
た

印
刷
物
は
、
主
と
し
て
非
向
学
術
的
著
作
で
あ
り
、
謝
肇
湖
の
よ
う
な
保
守
的

知
識
人
が
好
ま
ず
、
軽
薄
と
考
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
五
)
明
代
後
期
の

出
版
業
は
、
保
守
的
知
識
人
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
類
の
著
作
物
の
購
買
者

た
ち
の
要
求
を
満
た
し
つ
つ
あ
っ
た
。
(
六
)
安
っ
ぽ
い
、
安
債
な
著
作
物

を
購
入
す
る
多
数
の
顧
客
無
し
に
は
、
明
代
後
期
の
出
版
ブ

l
ム
は
起
こ
ら

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
建
陽
の
出
版
業
の
歴
史
的
展
開
を
中
園
出
版
史
の
全
位
像
と
閥

十

11 
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の
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の
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に
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778 

連
さ
せ
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

建
陽
の
出
版
業
の
六

0
0年
聞
は
、
唐
代
に
お
け
る
木
版
印
刷
の
開
始
と
、

清
朝
末
期
の
そ
の
終
罵
を
共
に
し
な
い
。
し
か
し
、
中
園
に
お
け
る
木
版
印

刷
の
最
も
盛
ん
な
時
代
を
共
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
建
陽
の
出
版
業

に
針
す
る
研
究
は
、
中
園
の
園
書
に
つ
い
て
そ
の
枇
舎
史
の
抽
出
の
可
能
性

を
検
誼
す
る
こ
と
に
な
る
。
研
究
の
主
眼
は
以
下
の
四
貼
で
あ
る
。
(
一
)

木
版
印
刷
は
中
園
の
諸
階
層
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
奥
え
た
か
。

(
二
)
商
業
出
版
は
、
壮
A

胃
的
ニ

l
ズ
に
ど
の
よ
う
に
謄
え
た
か
。
三
一
)

商
業
出
版
物
の
外
観
と
内
容
は
ど
の
よ
う
に
愛
化
し
た
か
。
(
四
)
木
版
印

刷
文
化
と
西
洋
の
活
字
印
刷
文
化
は
ど
の
よ
う
な
遣
い
を
有
す
る
か
。
一
般

的
印
象
と
し
て
は
、
現
存
の
資
料
か
ら
は
、
上
記
の
諸
論
黙
に
闘
し
て
十
分

な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
と
忠
わ
れ
て
き
た
が
、
著
者
は
、
こ
の
調
査
研
究
の

結
果
、
そ
れ
は
悲
観
的
に
す
ぎ
る
と
結
論
す
る
。

八
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
ま
で
木
版
印
刷
の
技
術
的
進
歩
は
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
愛
化
は
な
く
、
上
質
な
紙
、
よ
い

字
健
な
ど
、
つ
ね
に
手
書
き
完
本
に
近
似
す
る
こ
と
が
許
債
の
基
準
と
し
て

存
在
し
た
。

新
技
術
の
出
現
は
、
す
ぐ
に
は
枇
舎
的
利
用
に
繋
が
ら
な
い
。
印
刷
術
は

唐
代
初
期
に
出
現
し
た
が
、
初
期
に
は
宗
教
的
目
的
で
利
用
さ
れ
る
の
み
で

あ
っ
た
。
八
世
紀
後
半
に
な
り
、
一
謄
、
向
学
習
入
門
書
、
辞
書
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
政
府
お
よ
び
教
養
あ
る
エ
リ
ー
ト
に
康
く
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
、
建
陽
が
出
版
の
中
心
地
に
な
っ
た
の
か
。
一
二
つ
の
要
凶
を
指
摘
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
(
二
木
版
印
刷
に
使
用
で
き
る
豊
富
な
自
然
素
材
の

存
在
、
つ
二
幅
建
と
江
南
を
つ
な
ぐ
内
陸
交
易
ル

l
ト
(
水
路
)
の
要
地

」

で
あ
っ
た
こ
と
、
竺
一
)
科
拳
へ
の
成
功
へ
と
繋
が
る
這
民
了
、
運
動
の
知
的
惇

統
。
こ
の
三
つ
が
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
中
間
宋
に
お
い
て
建
陽
は
一
位
紀
に

満
た
な
い
短
期
間
に
岡
家
的
規
模
の
出
版
業
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

で
は
、
科
翠
と
い
う
大
き
な
後
ろ
盾
を
失
っ
た
一
川
代
に
お
い
て
、
建
陽
の

出
版
業
は
何
故
生
き
残
っ
た
の
か
。
著
者
は
、
南
宋
以
来
の
知
的
停
統
の
持

績
と
共
に
、
庭
方
薬
の
集
成
と
い
っ
た
墜
皐
著
作
や
家
庭
百
科
事
典
、
絵
入

り
歴
史
小
説
の
よ
う
な
非
向
学
術
的
著
作
の
出
版
こ
そ
が
、
建
陽
の
元
代
に
お

け
る
後
展
を
説
明
す
る
と
主
張
す
る
。
多
様
な
讃
者
を
有
す
る
巨
大
市
場
、

明
代
に
区
倒
的
存
在
に
な
る
日
用
書
、
娯
楽
書
と
い
う
非
皐
術
的
著
作
と
い

う
市
場
へ
の
シ
フ
ト
と
い
う
強
い
商
業
的
性
格
が
建
陽
を
生
き
延
び
さ
せ
た
。

一
般
的
に
元
版
の
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
次
第
に
狭
苦
し
い
も
の
に
な
り
、

本
文
や
小
字
の
注
緯
は
ベ

l
ジ
内
に
い
っ
そ
う
詰
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
多
く
の
著
作
が
、
粗
悪
で
あ
っ
て
も
安
債
に
リ
。
プ
リ
ン
ト
さ
れ
、
容
易

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
版
物
の
一
般
的
債
値
の
低
下
は
、
逆
に

巨
大
市
場
へ
と
出
版
業
を
導
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
本
を
買
わ
な

か
っ
た
階
層
が
、
積
む
た
め
よ
り
も
見
せ
び
ら
か
す
た
め
に
、
名
嘗
あ
る
著

作
の
廉
債
版
を
買
う
か
も
し
れ
な
い
。

問
題
貼
は
、
元
代
の
非
附
晶
子
術
的
著
作
の
残
存
率
の
低
き
で
あ
る
。
賓
物
が

残
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
著
者
は
、
失
わ
れ
た
も

の
と
残
っ
た
も
の
と
聞
の
大
き
な
較
差
は
、
文
化
を
掌
握
し
た
支
配
的
エ

リ
ー
ト
と
非
エ
リ
ー
ト
の
差
で
あ
る
と
い
う
。
園
家
と
エ
リ
ー
ト
達
の
債
値

を
宣
言
す
る
書
物
の
み
が
、
大
事
に
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
残
存
し
て
き
た
と
言

、
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
失
わ
れ
た
も
の
、
一
時
使
用
の
商
業
印
刷
物
は
、

よ
り
大
き
な
印
刷
さ
れ
た
園
書
の
一
部
と
な
り
、
日
用
類
書
と
し
て
固
定
化

し
た
と
い
う
。
大
量
の
安
債
な
印
刷
物
は
、
少
数
の
高
債
な
書
物
よ
り
も
長

十

11 
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連
さ
せ
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

建
陽
の
出
版
業
の
六

0
0年
聞
は
、
唐
代
に
お
け
る
木
版
印
刷
の
開
始
と
、

清
朝
末
期
の
そ
の
終
罵
を
共
に
し
な
い
。
し
か
し
、
中
園
に
お
け
る
木
版
印

刷
の
最
も
盛
ん
な
時
代
を
共
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
建
陽
の
出
版
業

に
針
す
る
研
究
は
、
中
園
の
園
書
に
つ
い
て
そ
の
枇
舎
史
の
抽
出
の
可
能
性

を
検
誼
す
る
こ
と
に
な
る
。
研
究
の
主
眼
は
以
下
の
四
貼
で
あ
る
。
(
一
)

木
版
印
刷
は
中
園
の
諸
階
層
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
奥
え
た
か
。

(
二
)
商
業
出
版
は
、
壮
A

胃
的
ニ

l
ズ
に
ど
の
よ
う
に
謄
え
た
か
。
三
一
)

商
業
出
版
物
の
外
観
と
内
容
は
ど
の
よ
う
に
愛
化
し
た
か
。
(
四
)
木
版
印

刷
文
化
と
西
洋
の
活
字
印
刷
文
化
は
ど
の
よ
う
な
遣
い
を
有
す
る
か
。
一
般

的
印
象
と
し
て
は
、
現
存
の
資
料
か
ら
は
、
上
記
の
諸
論
黙
に
闘
し
て
十
分

な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
と
忠
わ
れ
て
き
た
が
、
著
者
は
、
こ
の
調
査
研
究
の

結
果
、
そ
れ
は
悲
観
的
に
す
ぎ
る
と
結
論
す
る
。

八
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
ま
で
木
版
印
刷
の
技
術
的
進
歩
は
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
愛
化
は
な
く
、
上
質
な
紙
、
よ
い

字
健
な
ど
、
つ
ね
に
手
書
き
完
本
に
近
似
す
る
こ
と
が
許
債
の
基
準
と
し
て

存
在
し
た
。

新
技
術
の
出
現
は
、
す
ぐ
に
は
枇
舎
的
利
用
に
繋
が
ら
な
い
。
印
刷
術
は

唐
代
初
期
に
出
現
し
た
が
、
初
期
に
は
宗
教
的
目
的
で
利
用
さ
れ
る
の
み
で

あ
っ
た
。
八
世
紀
後
半
に
な
り
、
一
謄
、
向
学
習
入
門
書
、
辞
書
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
政
府
お
よ
び
教
養
あ
る
エ
リ
ー
ト
に
康
く
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
、
建
陽
が
出
版
の
中
心
地
に
な
っ
た
の
か
。
一
二
つ
の
要
凶
を
指
摘
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
(
二
木
版
印
刷
に
使
用
で
き
る
豊
富
な
自
然
素
材
の

存
在
、
つ
二
幅
建
と
江
南
を
つ
な
ぐ
内
陸
交
易
ル

l
ト
(
水
路
)
の
要
地

」

で
あ
っ
た
こ
と
、
竺
一
)
科
拳
へ
の
成
功
へ
と
繋
が
る
這
民
了
、
運
動
の
知
的
惇

統
。
こ
の
三
つ
が
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
中
間
宋
に
お
い
て
建
陽
は
一
位
紀
に

満
た
な
い
短
期
間
に
岡
家
的
規
模
の
出
版
業
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

で
は
、
科
翠
と
い
う
大
き
な
後
ろ
盾
を
失
っ
た
一
川
代
に
お
い
て
、
建
陽
の

出
版
業
は
何
故
生
き
残
っ
た
の
か
。
著
者
は
、
南
宋
以
来
の
知
的
停
統
の
持

績
と
共
に
、
庭
方
薬
の
集
成
と
い
っ
た
墜
皐
著
作
や
家
庭
百
科
事
典
、
絵
入

り
歴
史
小
説
の
よ
う
な
非
向
学
術
的
著
作
の
出
版
こ
そ
が
、
建
陽
の
元
代
に
お

け
る
後
展
を
説
明
す
る
と
主
張
す
る
。
多
様
な
讃
者
を
有
す
る
巨
大
市
場
、

明
代
に
区
倒
的
存
在
に
な
る
日
用
書
、
娯
楽
書
と
い
う
非
皐
術
的
著
作
と
い

う
市
場
へ
の
シ
フ
ト
と
い
う
強
い
商
業
的
性
格
が
建
陽
を
生
き
延
び
さ
せ
た
。

一
般
的
に
元
版
の
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
次
第
に
狭
苦
し
い
も
の
に
な
り
、

本
文
や
小
字
の
注
緯
は
ベ

l
ジ
内
に
い
っ
そ
う
詰
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
多
く
の
著
作
が
、
粗
悪
で
あ
っ
て
も
安
債
に
リ
。
プ
リ
ン
ト
さ
れ
、
容
易

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
版
物
の
一
般
的
債
値
の
低
下
は
、
逆
に

巨
大
市
場
へ
と
出
版
業
を
導
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
本
を
買
わ
な

か
っ
た
階
層
が
、
積
む
た
め
よ
り
も
見
せ
び
ら
か
す
た
め
に
、
名
嘗
あ
る
著

作
の
廉
債
版
を
買
う
か
も
し
れ
な
い
。

問
題
貼
は
、
元
代
の
非
附
晶
子
術
的
著
作
の
残
存
率
の
低
き
で
あ
る
。
賓
物
が

残
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
著
者
は
、
失
わ
れ
た
も

の
と
残
っ
た
も
の
と
聞
の
大
き
な
較
差
は
、
文
化
を
掌
握
し
た
支
配
的
エ

リ
ー
ト
と
非
エ
リ
ー
ト
の
差
で
あ
る
と
い
う
。
園
家
と
エ
リ
ー
ト
達
の
債
値

を
宣
言
す
る
書
物
の
み
が
、
大
事
に
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
残
存
し
て
き
た
と
言

、
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
失
わ
れ
た
も
の
、
一
時
使
用
の
商
業
印
刷
物
は
、

よ
り
大
き
な
印
刷
さ
れ
た
園
書
の
一
部
と
な
り
、
日
用
類
書
と
し
て
固
定
化

し
た
と
い
う
。
大
量
の
安
債
な
印
刷
物
は
、
少
数
の
高
債
な
書
物
よ
り
も
長

十
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期
間
生
き
残
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
出
版
業
と
い
う
貼
か
ら
見
る
と
、
高
品

質
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
書
物
は
、
安
債
な
普
通
の
粗
悪
な
印
刷
物
よ
り
重
要
で

は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
普
通
の
、
高
債
で
な
い
版
と
し
て
、
現
在
知
ら
れ

て
い
る
以
L
L
に
多
く
の
著
作
物
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
気
の

あ
る
著
作
の
出
版
と
販
責
が
、
宋
代
の
丈
化
的
経
済
的
最
盛
期
を
共
有
し
て

お
り
、
元
代
も
衰
え
る
こ
と
な
く
情
聴
い
た
と
信
じ
る
こ
と
が
、
よ
り
質
、
賓
に

近
い
の
で
あ
ろ
う
。

既
存
の
研
究
で
は
、
宋
一
花
代
は
印
刷
物
の
枇
人
目
的
普
及
が
未
だ
不
十
分
な

時
代
で
、
印
刷
物
の
優
位
が
決
定
的
に
な
る
の
は
明
代
十
六
世
紀
半
ば
印
刷

本
の
前
例
の
な
い
爆
設
的
急
増
が
始
ま
っ
た
時
と
さ
れ
る
。
著
者
は
、
こ
の

基
本
的
主
張
の
爪
亙
仲
間
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
幾
分
か
バ
ラ
ン
ス

の
是
正
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
に
、
明
代
に
お
け
る
「
印
刷

物
の
優
位
」
は
、
必
然
的
に
主
と
し
て
印
刷
物
を
知
識
人
が
使
用
す
る
こ
と

に
基
づ
い
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
非
知
識
人
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
讃
書

の
釣
象
で
あ
る
、
入
試
の
あ
る
若
し
く
は
賓
用
的
な
著
作
を
含
む
印
刷
物
で
、

知
識
人
が
讃
ん
で
も
わ
ざ
わ
ざ
書
き
留
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
も
の
に
つ

い
て
の
情
報
を
我
々
は
鉄
く
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
明
代
後
期
と
宋
元
代

を
比
較
す
る
場
合
、
既
知
の
全
て
の
同
版
物
を
考
慮
に
い
れ
で
も
、
な
お
し
上

記
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
資
料
は
、
山
本
元
代
に
つ
い
て
は
絶
望
的
に
数

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

明
代
初
期
の
出
版
の
全
国
的
衰
退
期
に
お
い
て
、
建
陽
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
。
明
代
前
半
の
建
陽
の
出
版
物
は
、
明
代
一
代
、
建
陽
で
出
版
さ
れ
た

量
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
過
ぎ
ず
。
建
陽
は
明
代
出
版
業
の
一
般
的
傾

向
を
反
映
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
建
陽
の
出
版
業
に
お
け
る
明
代
の
既

知
の
出
版
物
一
六

O
O件
徐
り
か
ら
、
華
中
、
華
南
の
社
合
的
文
化
的
情
報

779 

」

を
統
計
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

宋
元
、
明
初
と
明
代
後
半
と
の
聞
に
は
、
商
業
出
版
物
に
お
け
る
重
要
な

質
的
総
長
化
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
l
の
成

長
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
印
刷
さ
れ
た
書
物
に
お
け
る
情
報
の
利
用
に

つ
い
て
の
、
知
識
人
以
外
の
集
圏
の
増
大
す
る
一
認
識
の
反
映
で
あ
り
、
明
代

後
期
の
個
人
的
経
済
分
野
の
一
般
的
成
長
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一

に
、
建
陽
の
出
版
業
は
非
常
に
庚
い
地
域
に
園
書
を
供
給
し
て
お
り
、
建
陽

で
出
版
さ
れ
た
国
書
は
、
其
れ
が
出
版
さ
れ
た
山
閲
部
の
僻
地
に
つ
い
て
よ

り
も
全
慢
と
し
て
華
中
、
華
南
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

第
二
に
、
建
陽
に
お
け
る
一
川
末
か
ら
始
ま
る
初
期
の
長
期
的
衰
微
と

l
六
世

紀
に
お
け
る
目
覚
ま
し
い
文
義
復
興
は
、
全
樫
と
し
て
中
園
出
版
史
の
動
向

を
反
映
し
て
い
る
。

印
刷
文
化
は
、
中
国
に
お
い
て
何
時
「
支
配
的
」
に
な
っ
た
か
。
井
上
進

(
「
戒
書
と
讃
童
H

」
東
方
向
学
報
六
二
、
一
九
九

O
年
、
「
書
癖
・
書
買
・
文

人
」
荒
井
健
編
『
中
華
文
人
の
生
活
』
平
凡
壮
、
一
九
九
四
年
)
お
よ
び
マ

ク
デ
モ
ッ
ト

C
c
月
間
)
『
呂
口
口
氏
自
D
H
て
斗
}
月
〉

ω
2ロ
円
円
山
口
口
O
D
H
H
F
O
H
B

H
)
H
F
E
E
h
r
目白コ
M
U
コ
ミ
宮
町
内
N

S

九
回
S
F
h
R
~
E
2
5
ト
ぬ
切
符
片
道
、
司
自
目
。
~
史
認
h
N
U

O
(
目
。
可
H
H
F
E
し
「
切
円
。
]
仰
向
司
自
己
何
日
ー
司
百
聞
の
r
c
君
。
四
日
r
o
-
o
u
「
白
ロ
ヨ
日
出

l

q
o刊
の
と
に
O
B
E
句
見
出
切

N
C
C
日
)
の
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
公
的

お
よ
び
商
業
出
版
は
、
と
も
に
卜
二
世
紀
初
め
ま
で
に
急
速
に
成
長
し
た
。

し
か
し
、
印
刷
の
使
用
は
十
六
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
の
明
代
に
な
っ
て
始
め

て
知
識
人
と
非
知
識
人
の
聞
に
庚
ま
っ
た
。
こ
の
主
張
は
次
の
一
二
黙
に
基
づ

い
て
い
る
。
(
一
)
寓
本
が
刊
本
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
ま
で
の
時
代
に
お

け
る
、
完
本
の
持
績
的
で
医
倒
的
な
支
配
。
(
二
)
園
書
製
造
の
コ
ス
ト
と

書
物
の
債
値
の
低
下
に
つ
い
て
の
詮
様
。
(
二
一
)
明
代
後
期
ま
で
の
書
物
の

十

11 
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期
間
生
き
残
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
出
版
業
と
い
う
貼
か
ら
見
る
と
、
高
品

質
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
書
物
は
、
安
債
な
普
通
の
粗
悪
な
印
刷
物
よ
り
重
要
で

は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
普
通
の
、
高
債
で
な
い
版
と
し
て
、
現
在
知
ら
れ

て
い
る
以
L
L
に
多
く
の
著
作
物
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
気
の

あ
る
著
作
の
出
版
と
販
責
が
、
宋
代
の
丈
化
的
経
済
的
最
盛
期
を
共
有
し
て

お
り
、
元
代
も
衰
え
る
こ
と
な
く
情
聴
い
た
と
信
じ
る
こ
と
が
、
よ
り
質
、
賓
に

近
い
の
で
あ
ろ
う
。

既
存
の
研
究
で
は
、
宋
一
花
代
は
印
刷
物
の
枇
人
目
的
普
及
が
未
だ
不
十
分
な

時
代
で
、
印
刷
物
の
優
位
が
決
定
的
に
な
る
の
は
明
代
十
六
世
紀
半
ば
印
刷

本
の
前
例
の
な
い
爆
設
的
急
増
が
始
ま
っ
た
時
と
さ
れ
る
。
著
者
は
、
こ
の

基
本
的
主
張
の
爪
亙
仲
間
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
幾
分
か
バ
ラ
ン
ス

の
是
正
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
に
、
明
代
に
お
け
る
「
印
刷

物
の
優
位
」
は
、
必
然
的
に
主
と
し
て
印
刷
物
を
知
識
人
が
使
用
す
る
こ
と

に
基
づ
い
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
非
知
識
人
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
讃
書

の
釣
象
で
あ
る
、
入
試
の
あ
る
若
し
く
は
賓
用
的
な
著
作
を
含
む
印
刷
物
で
、

知
識
人
が
讃
ん
で
も
わ
ざ
わ
ざ
書
き
留
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
も
の
に
つ

い
て
の
情
報
を
我
々
は
鉄
く
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
明
代
後
期
と
宋
元
代

を
比
較
す
る
場
合
、
既
知
の
全
て
の
同
版
物
を
考
慮
に
い
れ
で
も
、
な
お
し
上

記
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
資
料
は
、
山
本
元
代
に
つ
い
て
は
絶
望
的
に
数

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

明
代
初
期
の
出
版
の
全
国
的
衰
退
期
に
お
い
て
、
建
陽
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
。
明
代
前
半
の
建
陽
の
出
版
物
は
、
明
代
一
代
、
建
陽
で
出
版
さ
れ
た

量
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
過
ぎ
ず
。
建
陽
は
明
代
出
版
業
の
一
般
的
傾

向
を
反
映
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
建
陽
の
出
版
業
に
お
け
る
明
代
の
既

知
の
出
版
物
一
六

O
O件
徐
り
か
ら
、
華
中
、
華
南
の
社
合
的
文
化
的
情
報

779 

」

を
統
計
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

宋
元
、
明
初
と
明
代
後
半
と
の
聞
に
は
、
商
業
出
版
物
に
お
け
る
重
要
な

質
的
総
長
化
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
l
の
成

長
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
印
刷
さ
れ
た
書
物
に
お
け
る
情
報
の
利
用
に

つ
い
て
の
、
知
識
人
以
外
の
集
圏
の
増
大
す
る
一
認
識
の
反
映
で
あ
り
、
明
代

後
期
の
個
人
的
経
済
分
野
の
一
般
的
成
長
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一

に
、
建
陽
の
出
版
業
は
非
常
に
庚
い
地
域
に
園
書
を
供
給
し
て
お
り
、
建
陽

で
出
版
さ
れ
た
国
書
は
、
其
れ
が
出
版
さ
れ
た
山
閲
部
の
僻
地
に
つ
い
て
よ

り
も
全
慢
と
し
て
華
中
、
華
南
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

第
二
に
、
建
陽
に
お
け
る
一
川
末
か
ら
始
ま
る
初
期
の
長
期
的
衰
微
と

l
六
世

紀
に
お
け
る
目
覚
ま
し
い
文
義
復
興
は
、
全
樫
と
し
て
中
園
出
版
史
の
動
向

を
反
映
し
て
い
る
。

印
刷
文
化
は
、
中
国
に
お
い
て
何
時
「
支
配
的
」
に
な
っ
た
か
。
井
上
進

(
「
戒
書
と
讃
童
H

」
東
方
向
学
報
六
二
、
一
九
九

O
年
、
「
書
癖
・
書
買
・
文

人
」
荒
井
健
編
『
中
華
文
人
の
生
活
』
平
凡
壮
、
一
九
九
四
年
)
お
よ
び
マ

ク
デ
モ
ッ
ト

C
c
月
間
)
『
呂
口
口
氏
自
D
H
て
斗
}
月
〉

ω
2ロ
円
円
山
口
口
O
D
H
H
F
O
H
B

H
)
H
F
E
E
h
r
目白コ
M
U
コ
ミ
宮
町
内
N

S

九
回
S
F
h
R
~
E
2
5
ト
ぬ
切
符
片
道
、
司
自
目
。
~
史
認
h
N
U

O
(
目
。
可
H
H
F
E
し
「
切
円
。
]
仰
向
司
自
己
何
日
ー
司
百
聞
の
r
c
君
。
四
日
r
o
-
o
u
「
白
ロ
ヨ
日
出

l

q
o刊
の
と
に
O
B
E
句
見
出
切

N
C
C
日
)
の
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
公
的

お
よ
び
商
業
出
版
は
、
と
も
に
卜
二
世
紀
初
め
ま
で
に
急
速
に
成
長
し
た
。

し
か
し
、
印
刷
の
使
用
は
十
六
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
の
明
代
に
な
っ
て
始
め

て
知
識
人
と
非
知
識
人
の
聞
に
庚
ま
っ
た
。
こ
の
主
張
は
次
の
一
二
黙
に
基
づ

い
て
い
る
。
(
一
)
寓
本
が
刊
本
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
ま
で
の
時
代
に
お

け
る
、
完
本
の
持
績
的
で
医
倒
的
な
支
配
。
(
二
)
園
書
製
造
の
コ
ス
ト
と

書
物
の
債
値
の
低
下
に
つ
い
て
の
詮
様
。
(
二
一
)
明
代
後
期
ま
で
の
書
物
の

十
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780 

訣
乏
に
つ
い
て
の
様
々
な
著
述
家
遠
の
観
察
。
こ
の
主
張
を
認
め
る
に
せ
よ

反
詮
す
る
に
せ
よ
、
我
々
は
十
分
な
情
報
を
扶
い
て
い
る
。
本
書
の
議
論
に

よ
り
、
翠
純
に
是
非
を
決
定
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
時
代
の
経
過

に
よ
る
残
存
率
の
愛
化
を
考
慮
し
て
も
、
明
代
以
前
よ
り
も
以
降
の
建
陽
の

現
存
す
る
出
版
物
の
量
は
多
い
。
し
か
し
、
宋
一
冗
の
出
版
物
の
多
様
性
が
、

明
代
後
期
よ
り
も
著
し
く
少
な
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
印
刷
術
の
衝
撃
が
、

単
純
な
形
で
は
そ
の
山
版
教
に
封
麿
し
な
い
こ
と
、
議
書
リ
ス
ト
が
所
蔵
者

の
現
賓
の
讃
書
習
慣
を
反
映
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、

出
版
物
の
優
勢
が
何
時
始
ま
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

明
代
の
出
版
業
は
前
例
の
な
い
多
様
な
国
書
を
出
版
し
た
が
、
明
代
の
建

陽
は
何
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
高
度
な
技
術
力
を
必
要
と
す

る
多
色
刷
り
印
刷
本
、
金
属
活
字
本
は
、
一
六

O
O黙
を
越
え
る
建
陽
刊
本

中
に
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
地
理
香
は
殆
ど
な
く
、
技
術
的
著
作
も
ほ
と
ん

ど
無
い
。
そ
の
出
版
物
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
出
版
産
業
の
商
業
的
本
質
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
奮
来
の
殴
音
問
晶
子
童
H

、

日
用
類
書
、
娯
楽
書
、
科
拳
の
参
考
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
向
学
術
著
作
の
解
説

や
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
。
建
陽
の
出
版
業
は
、
完
全
に
市
場
に
制
御
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
大
部
の
著
作
、
市

場
の
狭
い
皐
術
的
著
作
は
首
然
な
が
ら
敬
遠
さ
れ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
重

要
な
撃
術
的
著
作
の
入
手
困
難
さ
に
釘
す
る
明
代
の
著
述
家
の
嘆
き
も
、
商

業
出
版
の
優
位
性
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
総
じ
て
、

建
陽
の
山
版
業
は
保
守
的
で
、
明
代
間
版
業
の
新
生
面
を
代
表
し
て
は
い
な

ミ

。

ト

ν

十
七
世
紀
中
葉
、
建
陽
出
版
業
の
衰
退
の
原
肉
を
著
者
は
ど
の
よ
う
に
説

明
す
る
の
か
。
著
者
は
銃
存
の
説
明
二
つ
、
(
二
明
清
交
替
期
の
混
乱
と

」

破
壊
。
っ
乙
非
都
市
出
版
セ
ン
タ
ー
が
、
大
都
市
出
版
セ
ン
タ
ー
と
の
競

争
に
敗
れ
た
、
を
と
も
に
十
分
で
は
な
い
と
退
け
る
。
著
者
は
、
最
も
重
要

な
黙
と
し
て
、
(
三
)
金
程
的
な
経
済
的
不
況
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
明

初
か
ら
こ
の
地
域
に
麿
ま
っ
て
い
た
不
況
が
、
閑
北
を
貫
く
地
域
間
交
易
の

衰
退
に
よ
っ
て
よ
り
悪
化
し
、
建
陽
は
、
大
都
市
の
出
版
セ
ン
タ
ー
(
江
南
、

一
帽
建
沿
岸
部
)
よ
り
も
優
位
性
を
も
っ
て
い
た
利
貼
を
消
失
し
衰
退
し
て
い

っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

建
陽
の
出
版
業
の
ユ
ニ
ー
ク
な
貼
は
、
(
二
安
債
で
二
流
の
出
版
物
が
、

田
舎
の
出
版
セ
ン
タ
ー
に
期
待
さ
れ
た
こ
と
、
(
二
)
高
級
か
ら
低
俗
ま
で

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
も
の
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
(
三
)
廃
大
な
出
版
量
、

(
四
)
大
都
市
の
出
版
セ
ン
タ
ー
と
敷
世
紀
に
渡
っ
て
競
争
し
え
た
こ
と
、

の
四
則
で
あ
る
。
で
は
、
大
都
市
に
位
置
す
る
出
版
業
に
較
べ
て
不
利
な
係

件
を
有
す
る
よ
う
に
見
え
る
建
陽
は
出
版
セ
ン
タ
ー
と
し
て
な
ぜ
成
功
し
た

か
。
(
一
)
高
い
輸
送
コ
ス
ト
は
、
安
債
で
豊
富
な
自
然
資
源
(
紙
、
墨
、

木
材
、
人
件
費
)
に
よ
っ
て
克
服
、
(
二
)
園
書
に
つ
い
て
の
地
域
市
場
の

紋
如
は
、
重
要
な
交
易
ル
ー
ト
の
結
節
黙
に
位
置
し
た
こ
と
で
克
服
、
(
三
)

初
期
の
勃
興
を
支
え
た
知
的
停
統
の
元
明
代
に
お
け
る
衰
退
は
、
非
飽
字
術
的

著
作
へ
の
シ
フ
ト
で
克
服
し
た
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
る
。
特
に
第
二
貼
に
つ
い

て
は
、
十
五
世
紀
後
竿
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
出
版
セ
ン
タ
ー
で

あ
っ
た
リ
ヨ
ン
が
、
卓
越
し
た
知
的
惇
統
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
大
陸
の
主

要
交
易
ル

l
ト
の
結
節
貼
で
あ
っ
た
貼
を
比
較
の
封
象
と
し
て
翠
げ
る
。

四

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
出
版
史
と
比
較
し
た
と
き
、
中
園
の
出
版
史
は
ど
の
よ
う

な
差
異
が
あ
る
の
か
。
出
版
と
い
う
新
し
い
技
術
の
衝
撃
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

十
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訣
乏
に
つ
い
て
の
様
々
な
著
述
家
遠
の
観
察
。
こ
の
主
張
を
認
め
る
に
せ
よ

反
詮
す
る
に
せ
よ
、
我
々
は
十
分
な
情
報
を
扶
い
て
い
る
。
本
書
の
議
論
に

よ
り
、
翠
純
に
是
非
を
決
定
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
時
代
の
経
過

に
よ
る
残
存
率
の
愛
化
を
考
慮
し
て
も
、
明
代
以
前
よ
り
も
以
降
の
建
陽
の

現
存
す
る
出
版
物
の
量
は
多
い
。
し
か
し
、
宋
一
冗
の
出
版
物
の
多
様
性
が
、

明
代
後
期
よ
り
も
著
し
く
少
な
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
印
刷
術
の
衝
撃
が
、

単
純
な
形
で
は
そ
の
山
版
教
に
封
麿
し
な
い
こ
と
、
議
書
リ
ス
ト
が
所
蔵
者

の
現
賓
の
讃
書
習
慣
を
反
映
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、

出
版
物
の
優
勢
が
何
時
始
ま
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

明
代
の
出
版
業
は
前
例
の
な
い
多
様
な
国
書
を
出
版
し
た
が
、
明
代
の
建

陽
は
何
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
高
度
な
技
術
力
を
必
要
と
す

る
多
色
刷
り
印
刷
本
、
金
属
活
字
本
は
、
一
六

O
O黙
を
越
え
る
建
陽
刊
本

中
に
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
地
理
香
は
殆
ど
な
く
、
技
術
的
著
作
も
ほ
と
ん

ど
無
い
。
そ
の
出
版
物
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
出
版
産
業
の
商
業
的
本
質
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
奮
来
の
殴
音
問
晶
子
童
H

、

日
用
類
書
、
娯
楽
書
、
科
拳
の
参
考
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
向
学
術
著
作
の
解
説

や
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
。
建
陽
の
出
版
業
は
、
完
全
に
市
場
に
制
御
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
大
部
の
著
作
、
市

場
の
狭
い
皐
術
的
著
作
は
首
然
な
が
ら
敬
遠
さ
れ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
重

要
な
撃
術
的
著
作
の
入
手
困
難
さ
に
釘
す
る
明
代
の
著
述
家
の
嘆
き
も
、
商

業
出
版
の
優
位
性
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
総
じ
て
、

建
陽
の
山
版
業
は
保
守
的
で
、
明
代
間
版
業
の
新
生
面
を
代
表
し
て
は
い
な

ミ

。

ト

ν

十
七
世
紀
中
葉
、
建
陽
出
版
業
の
衰
退
の
原
肉
を
著
者
は
ど
の
よ
う
に
説

明
す
る
の
か
。
著
者
は
銃
存
の
説
明
二
つ
、
(
二
明
清
交
替
期
の
混
乱
と

」

破
壊
。
っ
乙
非
都
市
出
版
セ
ン
タ
ー
が
、
大
都
市
出
版
セ
ン
タ
ー
と
の
競

争
に
敗
れ
た
、
を
と
も
に
十
分
で
は
な
い
と
退
け
る
。
著
者
は
、
最
も
重
要

な
黙
と
し
て
、
(
三
)
金
程
的
な
経
済
的
不
況
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
明

初
か
ら
こ
の
地
域
に
麿
ま
っ
て
い
た
不
況
が
、
閑
北
を
貫
く
地
域
間
交
易
の

衰
退
に
よ
っ
て
よ
り
悪
化
し
、
建
陽
は
、
大
都
市
の
出
版
セ
ン
タ
ー
(
江
南
、

一
帽
建
沿
岸
部
)
よ
り
も
優
位
性
を
も
っ
て
い
た
利
貼
を
消
失
し
衰
退
し
て
い

っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

建
陽
の
出
版
業
の
ユ
ニ
ー
ク
な
貼
は
、
(
二
安
債
で
二
流
の
出
版
物
が
、

田
舎
の
出
版
セ
ン
タ
ー
に
期
待
さ
れ
た
こ
と
、
(
二
)
高
級
か
ら
低
俗
ま
で

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
も
の
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
(
三
)
廃
大
な
出
版
量
、

(
四
)
大
都
市
の
出
版
セ
ン
タ
ー
と
敷
世
紀
に
渡
っ
て
競
争
し
え
た
こ
と
、

の
四
則
で
あ
る
。
で
は
、
大
都
市
に
位
置
す
る
出
版
業
に
較
べ
て
不
利
な
係

件
を
有
す
る
よ
う
に
見
え
る
建
陽
は
出
版
セ
ン
タ
ー
と
し
て
な
ぜ
成
功
し
た

か
。
(
一
)
高
い
輸
送
コ
ス
ト
は
、
安
債
で
豊
富
な
自
然
資
源
(
紙
、
墨
、

木
材
、
人
件
費
)
に
よ
っ
て
克
服
、
(
二
)
園
書
に
つ
い
て
の
地
域
市
場
の

紋
如
は
、
重
要
な
交
易
ル
ー
ト
の
結
節
黙
に
位
置
し
た
こ
と
で
克
服
、
(
三
)

初
期
の
勃
興
を
支
え
た
知
的
停
統
の
元
明
代
に
お
け
る
衰
退
は
、
非
飽
字
術
的

著
作
へ
の
シ
フ
ト
で
克
服
し
た
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
る
。
特
に
第
二
貼
に
つ
い

て
は
、
十
五
世
紀
後
竿
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
出
版
セ
ン
タ
ー
で

あ
っ
た
リ
ヨ
ン
が
、
卓
越
し
た
知
的
惇
統
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
大
陸
の
主

要
交
易
ル

l
ト
の
結
節
貼
で
あ
っ
た
貼
を
比
較
の
封
象
と
し
て
翠
げ
る
。

四

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
出
版
史
と
比
較
し
た
と
き
、
中
園
の
出
版
史
は
ど
の
よ
う

な
差
異
が
あ
る
の
か
。
出
版
と
い
う
新
し
い
技
術
の
衝
撃
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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に
お
け
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、
中
園
に
お
い
て
も
重
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
物
語
は
全
く
異
な
る
。
第
一
に
、
中
園
枇
舎
は
、
出
版
の
主
流
と
し
て

八
世
紀
に
木
版
印
刷
が
選
揮
さ
れ
、
十
九
世
紀
に
活
字
印
刷
、
石
版
印
刷
が

一
般
化
す
る
ま
で
そ
れ
は
績
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
木
版
印
刷
が
漢
字
と
い

う
文
字
シ
ス
テ
ム
に
適
合
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
経
済
性
と
放
率
と
い
う
黙
か

ら
一
向
業
山
版
に
遁
し
て
い
た
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
る
。
十
一
世
紀
の
建
陽
山
版

業
の
勃
興
と
念
速
な
成
長
は
、
闘
北
の
山
間
部
に
位
置
し
た
こ
と
が
、
木
版

印
刷
に
と
っ
て
禦
富
な
原
材
料
(
紙
、
塁
、
木
版
)
と
安
債
な
州
労
働
力
の
供

給
を
可
能
に
し
、
そ
の
こ
と
で
大
都
市
の
出
版
セ
ン
タ
ー
と
の
競
争
を
勝
ち

抜
け
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
。

第
二
に
、
世
舎
の
異
な
る
階
層
が
異
な
る
目
的
に
沿
っ
て
印
刷
を
利
用
し

始
め
る
過
程
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
士
大
夫
エ
リ
ー
ト
の
枇
合
目
的
編
成
や
思

想
運
動
に
釘
す
る
印
刷
術
の
深
遠
な
影
響
は
、
そ
の
夜
明
か
ら
二
世
紀
も
経

っ
た
北
宋
に
な
っ
て
や
っ
と
現
れ
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
愛
化
に
較
べ
時
聞
が
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
日
寸
嬰
化
が
生
じ

る
と
、
印
刷
術
に
よ
る
学
習
、
記
憶
、
讃
主
目
、
書
寓
の
方
法
の
婆
化
、
テ
キ

ス
ト
が
固
定
化
さ
れ
、
容
易
に
複
窮
さ
れ
る
形
態
で
封
照
停
車
淫
が
可
能
に
な

っ
た
と
い
う
貼
が
、
向
学
習
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
影
響
を
奥
え
は
じ
め
た
。

第
三
に
、
教
養
あ
る
エ
リ
ー
ト
の
商
業
出
版
人
へ
の
低
い
評
債
は
、
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
封
照
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
パ

l
ゼ
ル
の
ヨ
ハ
、
ネ
ス
・

ア
l
メ
ル
バ
ッ
ハ
、
ヴ
工
、
不
チ
ア
の
ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ツ
イ
オ
(
ア
ル
ド
ゥ

ス
・
マ
ヌ
テ
ィ
ウ
ス
)
、
パ
リ
の
ジ
ヨ
ス
・
パ

l
ド
(
一
五

O
三

三

五

)

の
よ
う
な
ユ
マ
ニ
ス
ト
出
版
人
は
、
筆
者
と
認
め
ら
れ
、
首
時
の
優
れ
た
思

想
家
の
友
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
中
園
に
お
け
る
商
業
出
版
人
は
、
利
粂
の

震
に
出
版
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
名
春
あ
る
活
動
と
は
見
な
さ

781 

」

れ
な
か
っ
た
。

第
四
に
、
惇
統
中
園
に
お
け
る
商
業
山
版
へ
の
低
い
評
債
は
、
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
商
業
出
版
と
の
比
較
研
究
に
利
用
可
能
な
資
料
の
鉄
乏
を
も
意
味
し

た
。
我
々
は
出
版
人
自
身
に
つ
い
て
の
情
報
を
快
い
て
い
る
。
ア
ル
ド
・
マ

ヌ
ツ
イ
オ
の
同
時
代
、
十
五
世
紀
後
牛
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
お
け
る
代
表

的
な
建
陽
の
出
版
人
劉
洪
毅
に
つ
い
て
、
家
譜
中
の
ほ
ん
の
二
、
三
の
情
報

し
か
手
に
入
ら
な
い
。
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
プ
ラ
ン
タ
ン

と
同
時
代
の
、
十
六
世
紀
後
学
か
ら
十
七
世
紀
初
め
の
最
も
著
名
な
建
陽
の

出
版
人
余
象
斗
に
つ
い
て
も
惇
記
的
情
報
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
い
。
さ
ら

に
、
印
刷
、
出
版
、
国
主
目
販
責
に
つ
い
て
も
そ
の
詳
細
な
内
容
を
我
々
は
何

も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
に
、
書
物
の
外
観
と
形
式
の
愛
化
に
つ
い
て
も
、
中
岡
と
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
大
い
に
異
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
初
期
の
出
版
は
寓
本
の
形
式
に
極

め
て
忠
賓
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
活
字
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
官
何
本
と
は
全

く
異
な
る
外
見
の
出
版
物
が
成
立
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
園
の
木
版
印
刷
に

お
い
て
は
、
基
本
的
に
原
型
に
忠
賓
な
複
寓
彫
刻
と
い
う
技
術
に
よ
っ
て
、

察
本
の
形
式
が
印
刷
本
の
形
式
を
拘
束
し
績
け
た
。
印
刷
本
に
お
い
て
も
、

そ
の
腰
想
は
、
官
何
本
と
同
じ
く
し
上
質
の
紙
と
美
し
い
字
程
で
あ
っ
た
。
唯
一

異
な
る
貼
は
、
印
刷
本
に
お
け
る
匠
鐙
(
職
人
ス
タ
イ
ル
)
と
い
う
文
字
の

形
態
で
、
明
代
後
期
に
一
般
化
し
、
彫
刻
の
容
易
さ
と
字
髄
の
讃
み
や
す
さ

を
向
L
L
さ
せ
た
。

第
六
に
、
園
解
の
方
法
が
琴
、
げ
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
六
世
紀
後

半
ま
で
に
、
木
版
の
園
解
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
、
銅
板
彫
刻
と
エ
ッ
チ

ン
グ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
優
れ
た
細
部
表
現
と
陰
影
の
表
現
能
力
を
有
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
中
園
で
は
、
木
彫
の
技
術
的
限
界
に
従
属
し
、

十
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に
お
け
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、
中
園
に
お
い
て
も
重
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
物
語
は
全
く
異
な
る
。
第
一
に
、
中
園
枇
舎
は
、
出
版
の
主
流
と
し
て

八
世
紀
に
木
版
印
刷
が
選
揮
さ
れ
、
十
九
世
紀
に
活
字
印
刷
、
石
版
印
刷
が

一
般
化
す
る
ま
で
そ
れ
は
績
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
木
版
印
刷
が
漢
字
と
い

う
文
字
シ
ス
テ
ム
に
適
合
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
経
済
性
と
放
率
と
い
う
黙
か

ら
一
向
業
山
版
に
遁
し
て
い
た
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
る
。
十
一
世
紀
の
建
陽
山
版

業
の
勃
興
と
念
速
な
成
長
は
、
闘
北
の
山
間
部
に
位
置
し
た
こ
と
が
、
木
版

印
刷
に
と
っ
て
禦
富
な
原
材
料
(
紙
、
塁
、
木
版
)
と
安
債
な
州
労
働
力
の
供

給
を
可
能
に
し
、
そ
の
こ
と
で
大
都
市
の
出
版
セ
ン
タ
ー
と
の
競
争
を
勝
ち

抜
け
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
。

第
二
に
、
世
舎
の
異
な
る
階
層
が
異
な
る
目
的
に
沿
っ
て
印
刷
を
利
用
し

始
め
る
過
程
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
士
大
夫
エ
リ
ー
ト
の
枇
合
目
的
編
成
や
思

想
運
動
に
釘
す
る
印
刷
術
の
深
遠
な
影
響
は
、
そ
の
夜
明
か
ら
二
世
紀
も
経

っ
た
北
宋
に
な
っ
て
や
っ
と
現
れ
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
愛
化
に
較
べ
時
聞
が
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
日
寸
嬰
化
が
生
じ

る
と
、
印
刷
術
に
よ
る
学
習
、
記
憶
、
讃
主
目
、
書
寓
の
方
法
の
婆
化
、
テ
キ

ス
ト
が
固
定
化
さ
れ
、
容
易
に
複
窮
さ
れ
る
形
態
で
封
照
停
車
淫
が
可
能
に
な

っ
た
と
い
う
貼
が
、
向
学
習
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
影
響
を
奥
え
は
じ
め
た
。

第
三
に
、
教
養
あ
る
エ
リ
ー
ト
の
商
業
出
版
人
へ
の
低
い
評
債
は
、
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
封
照
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
パ

l
ゼ
ル
の
ヨ
ハ
、
ネ
ス
・

ア
l
メ
ル
バ
ッ
ハ
、
ヴ
工
、
不
チ
ア
の
ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ツ
イ
オ
(
ア
ル
ド
ゥ

ス
・
マ
ヌ
テ
ィ
ウ
ス
)
、
パ
リ
の
ジ
ヨ
ス
・
パ

l
ド
(
一
五

O
三

三

五

)

の
よ
う
な
ユ
マ
ニ
ス
ト
出
版
人
は
、
筆
者
と
認
め
ら
れ
、
首
時
の
優
れ
た
思

想
家
の
友
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
中
園
に
お
け
る
商
業
出
版
人
は
、
利
粂
の

震
に
出
版
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
名
春
あ
る
活
動
と
は
見
な
さ

781 

」

れ
な
か
っ
た
。

第
四
に
、
惇
統
中
園
に
お
け
る
商
業
山
版
へ
の
低
い
評
債
は
、
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
商
業
出
版
と
の
比
較
研
究
に
利
用
可
能
な
資
料
の
鉄
乏
を
も
意
味
し

た
。
我
々
は
出
版
人
自
身
に
つ
い
て
の
情
報
を
快
い
て
い
る
。
ア
ル
ド
・
マ

ヌ
ツ
イ
オ
の
同
時
代
、
十
五
世
紀
後
牛
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
お
け
る
代
表

的
な
建
陽
の
出
版
人
劉
洪
毅
に
つ
い
て
、
家
譜
中
の
ほ
ん
の
二
、
三
の
情
報

し
か
手
に
入
ら
な
い
。
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
プ
ラ
ン
タ
ン

と
同
時
代
の
、
十
六
世
紀
後
学
か
ら
十
七
世
紀
初
め
の
最
も
著
名
な
建
陽
の

出
版
人
余
象
斗
に
つ
い
て
も
惇
記
的
情
報
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
い
。
さ
ら

に
、
印
刷
、
出
版
、
国
主
目
販
責
に
つ
い
て
も
そ
の
詳
細
な
内
容
を
我
々
は
何

も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
に
、
書
物
の
外
観
と
形
式
の
愛
化
に
つ
い
て
も
、
中
岡
と
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
大
い
に
異
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
初
期
の
出
版
は
寓
本
の
形
式
に
極

め
て
忠
賓
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
活
字
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
官
何
本
と
は
全

く
異
な
る
外
見
の
出
版
物
が
成
立
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
園
の
木
版
印
刷
に

お
い
て
は
、
基
本
的
に
原
型
に
忠
賓
な
複
寓
彫
刻
と
い
う
技
術
に
よ
っ
て
、

察
本
の
形
式
が
印
刷
本
の
形
式
を
拘
束
し
績
け
た
。
印
刷
本
に
お
い
て
も
、

そ
の
腰
想
は
、
官
何
本
と
同
じ
く
し
上
質
の
紙
と
美
し
い
字
程
で
あ
っ
た
。
唯
一

異
な
る
貼
は
、
印
刷
本
に
お
け
る
匠
鐙
(
職
人
ス
タ
イ
ル
)
と
い
う
文
字
の

形
態
で
、
明
代
後
期
に
一
般
化
し
、
彫
刻
の
容
易
さ
と
字
髄
の
讃
み
や
す
さ

を
向
L
L
さ
せ
た
。

第
六
に
、
園
解
の
方
法
が
琴
、
げ
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
六
世
紀
後

半
ま
で
に
、
木
版
の
園
解
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
、
銅
板
彫
刻
と
エ
ッ
チ

ン
グ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
優
れ
た
細
部
表
現
と
陰
影
の
表
現
能
力
を
有
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
中
園
で
は
、
木
彫
の
技
術
的
限
界
に
従
属
し
、

十
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そ
の
か
な
り
単
純
な
線
描
は
容
易
に
コ
ピ
ー
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
標
準
的
能
力
の
刻
工
に
よ
っ
て
、
容
易
に
、
能
率
良
く
、
安
債
に
、

濁
創
性
無
く
、
技
術
的
向
上
無
く
、
長
期
的
、
水
績
的
に
生
産
さ
れ
績
け
た
。

文
献
の
み
に
頼
っ
て
過
去
を
一
再
構
成
す
る
場
合
、
し
ば
し
ば
文
献
を
生
み

だ
し
た
枇
曾
階
層
の
覗
結
、
世
界
像
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。
白
ら
そ
れ
を
選
揮
し
、
中
国
正
統
文
化
の
後
継
者
を
以
て
向

認
す
る
か
に
み
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
る
存
在
は
あ
ま

り
に
も
大
き
い
。
著
者
は
、
徹
底
し
た
現
存
物
に
つ
い
て
の
調
査
と
統
計
的

庭
理
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
枇
命
日
と
の
比
較
の
覗
黙
か
ら
、
排
除
さ
れ
た
も
の
に
目

を
向
け
る
。
問
題
の
大
き
さ
に
比
し
、
資
料
の
少
な
さ
が
目
立
ち
、
長
い
検

討
の
果
て
に
結
論
を
留
保
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。
総
じ
て
、
著
者
の
論
調

は
極
め
て
慎
重
で
あ
り
、
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
見
解
を
車
純
化
し
纏
め
す
ぎ

た
貼
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ご
寛
恕
を
請
う
。

(
U
日

B
r
ロ
L
m
p
γ

内
向
山

ω

同
日

2
-
R門

目

白

E〈
⑦
門
印

H
q
H
U
H
O
切
出
リ

M
O
O
N
S
H
M
口
十
九
日
仏
N
官
官

十
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